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2006.3月号

博
物館ではたくさんのサークルが活動しています。そのサークルの一年間の活動内容や成果を展示･発表

する「博物館まつり」が今年も開催されます。今年は 12 サークルが参加し、漂着物の魅力を紹介

する漂着物を拾う会の展示や、幕末の相模湾の海防の様子を明らかにした古文書講読会の展示など、さ

まざまな展示がもりだくさんです。ぜひ、足をお運びください。興味のあるサークルがみつかったら活

動に参加してみませんか？

期間：3月 18 日 ( 土）～ 4月 2日 (日）　　会場：博物館特別展示室

主催：第７回博物館まつり実行委員会

博物館まつり参加サークルが作成した「博物館まつりポスター」

第 7回博物館まつり開催！！

★参加サークル★

裏打ちの会

古代遺跡を探す会

古文書講読会

相模川の生い立ちを探る会

　　　　　＋平塚地質調査会

石仏を調べる会

展示解説ボランティアの会

天体観察会

漂着物を拾う会

平塚の空襲と戦災を記録する会

星まつりを調べる会

水辺の楽校生き物調べの会

民俗探訪会（50 音順）

 　　　　　　　　　　　　サークルの発表会・実演もあります !!

発表会 日時：4 月 1 日 ( 土）　13 時～ 16 時 30 分

 　　　会場：博物館講堂　入場自由
順 時　間 サークル タイトル 発表者

① 13:05 ～ 13:25 漂着物を拾う会 漂着物の分類と整理 福田良昭

② 13:25 ～ 13:45 水辺の楽校生きもの調べの会 水辺の楽校生きもの調べの会に参加して大きくなっていく私 水上眞琴

③ 13:45 ～ 14:05 平塚の空襲と戦災を記録する会 「戦時の平塚の電力事情調査」 が語るもの 亀井清義

④ 14:05 ～ 14:25 古文書講読会 小田原藩の海防 内山田博士 / 横山貞雄

14:25 ～ 14:40 ー休　憩ー

⑤ 14:40 ～ 15:00 石仏を調べる会 前鳥神社の宝篋印塔 山本 勇

⑥ 15:00 ～ 15:20 民俗探訪会 祭りと私 染谷哲男

⑦ 15:20 ～ 15:40 相模川の生い立ちを探る会＋平塚地質調査会 石の中の宝石 吉村国見

⑧ 15:40 ～ 16:00 天体観察会 活動内容と望遠鏡 池内 健 / 大宮正士

⑨ 16:00 ～ 16:20 古代遺跡を探す会 古代東海道を歩く 岩田貞夫

実演：漂着物を拾う会　「漂着物を使ったクラフト作り」　

　　　　　　　　　　３月 18 日（土）　13 時～ 15 時 30 分　博物館特別展示室および科学教室

　　　古代遺跡を探す会  「火起こしと古代食再現」

　　　　　　　　　　４月２日（日）　① 10 時～ 12 時　② 14 時～ 16 時　博物館前庭（雨天中止）
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アクアマリンは、平塚・茅ヶ崎出身のふたりで活動する音楽グループで、星空と旅をテーマに各地でコン

サート活動をしています。当館でもたびたびプラネタリウムコンサートを開き、昨秋の「十六夜コンサート」

でも好評をいただいたばかりです。とりわけミマス氏には、16 年前から夏休み番組などで音楽を担当してい

ただいています。

今月のプラネタリウムでは、彼らのオーストラリア旅行記と、その体験を元に作詞作曲された歌を織り交

ぜながら、同国の国旗にもあるみなみじゅうじ座など、その日の夜、エアーズロック周辺で見られる星空を

紹介しています。

星空には、南北の緯度差によって大きなちがいがあります。

1. 見える星座にちがいがある

　（みなみじゅうじ座や、大小マゼラン雲などは平塚では見られません）

2. 星座や月がさかさまに見える

3. 星の動きがちがう（北の空にある太陽が右から左に動く）

このようなちがいは、私たちの大地に対する感覚を大きく揺さぶって、よく味わうと、地球の丸さが実感

できます。また人工の明かりのない自然の中で眺める星空の美しさは、まちがいなく心を打つでしょう。す

でにご覧になった方々からは、オーストラリアに行きたくなってしまったと、ため息交じりの感想が聞かれ

ています。

2006 年は、日本・オーストラリア両政府が定めた「日豪交流年」。この番組はオーストラリア大使館から

日豪交流年公式イベントの一つとして認定されています。

投影日：4月 9日までの土、日曜

時　刻：11 時、14 時（各 45 分前後）

観覧料：100 円（中学生以下無料）

今月のプラネタリウム投影

アクアマリンと行く～南半球の星空

写真提供：アクアマリン

上：アクアマリン
左：エアーズロック
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平成 1 8 年度年間会員の募集

●平塚の空襲と戦災を記録する会
　平塚空襲に関する資料の収集や聞き取り調査、戦災
地図作成などを行います。
　日　時：毎月第４土曜日の午後１時 30 分～　　　　
　４時 30 分
　人　数：10 名
●裏打ちの会
　古文書の裏打ち技術を学びながら、博物館資料の保
存に協力します。
　日　時：毎月第３水曜日の午前 10 時～午後３時
　人　数：５名
●平塚の古代を学ぶ会
　遺跡から平塚の歴史を学んだり、表面採集・遺跡見
学会なども行います。
　日　時：毎月第１日曜日の午後１時 30 分～４時 30　
　　　　　分
　人　数：20 名
●古代の生活を学ぶ会
　古代人の技術を学び、体験することを目的とした会
です。 
　日　時：月 1回土曜日の午後 1時 30 分～４時　　　
　人　数：３０名
●ひらつかの伝承文化を記録する会　　　    平塚の
民間伝承を聞き書きし、記録集にまとめます。
　日　時：月 1回土曜日　午前 10 時～午後４時　　　
　人　数：30 名
●石仏を調べる会
　市内の石仏を調べ、記録集にまとめます。　　　　
　日　時：第２・４木曜日　午前 10 時～午後４時　　
　人　数：5名

　１年間を通して参加できる方を募集します。申し込み方法は、往復ハガキに、住所、

氏名、年齢電話番号を記入して、希望する会宛にお送り下さい。

　宛先：〒２５４－００４１　平塚市博物館「○○」係へ

　＊応募〆切は４月３日（月）です。

●漂着物を拾う会
　海岸に打ち上げられた貝や人工物から来歴を調
べたり、環境を考えます。
　日　時：毎月第 2土曜日　午前 9時 30 分～午後
　　　　　3時
　人　数：30 名（途中からも参加可能）
●「水辺の楽校」生きもの調べの会
　馬入の川原で動植物を調べ、自然を楽しむ会
です。
　日　時：月 1回日曜日
　人　数：30 名
●相模川の生い立ちを探る会　　　　　　　　　
　丹沢山地などを歩きながら地形や地層を観察し
ます。
　日　時：月 1回（土・日曜日）
　人　数：30 名（途中からも参加可能）
●天体観察会
 博物館の屋上などで天文現象を観察し、天体観察
の基礎知識や技術を学びます。
　日　時：主に土曜日、年間 20 回　
　人　数：30 名
●星まつりを調べる会
 七夕・月見など天文現象に関連した史蹟や民俗行
事を調べます。
　日　時：毎月第１土曜日
　人　数：3
●展示解説ボランティア会
 展示室の解説活動をします。はじめに３日程度研
修を受けていただきます。
　日　時：毎週１回以上
　人　数：30 名

　博物館開館３０周年記念事業

学芸員の発表会
　調査・研究している一端をお話します

　日　時：4月 15 日（土）　　

　　　　　午後１時～ 4時

　場　所：講堂 　　　　　　

　参　加：自由

◆発表内容（発表は順不同）

１．セミのぬけがら調査の意義と課題　（生

　　物）

２．水に棲むダニ（生物）

３．平塚の活断層（地質）

４．太陽黒点の増減（天文）

５．プラネタリウムの 30 年（天文）

６．最近の遺跡調査から（考古）

７．片岡村の報徳仕法 -幕末の村おこし（歴

　　史）

８．平塚のサエノカミ（民俗）
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2006 年 3 月の行事

この印刷物は大豆インクと再生紙を使用して作成しました。
ー４ー

2006 年 4 月の行事

☆：展示（無料）、プラネタリウム（観覧料）、○：申込制、◎：自由参加、無印：年間会員制

3 2 木 ○

☆

展示解説ボランティアの会

寄贈品コーナー 「鳥の世界」 (

～ 3/30)

特研室

展示室

3 3 金 古文書講読会 講堂

3 4 日 ○ 体験学習 「竹細工 ・ 花かご作り」

星まつりを調べる会

天体観察会

講堂

科学室

特研室

3 5 日 古代遺跡を探す会

地質調査会

野外

科学室

3 9 木 石仏を調べる会 特研室

3 10 金 古文書講読会 講堂

3 11 土 ◎

　

　　

○

漂着物を拾う会

地質調査会

星まつりを調べる会

星を見る会 ｢ 月と土星 ｣
天体観察会 ｢ まとめ ・ 春の星座 ｣

虹ヶ浜

野外

特研室
屋上 ・ 科学室

屋上･科学室

3 12 日 ◎

　

☆

水辺の楽校生きもの調べの会

民俗探訪会

春のミニ文化祭 「雑木林の現状

と今後について」

水辺の楽校

講堂　　　　　

２階情報コー

ナー

3 15 水 裏打ちの会 科学室

3 16 木 ○ 展示解説ボランティアの会 特研室

3 17 金 古文書講読会 講堂

3 18 土 ◎ 博物館まつり ( ～ 4/2) 特展室

3 19 日

◎

相模川の生い立ちを探る会

ろばたばなし

野外

展示室

3 23 木 石仏を調べる会 特研室

3 24 金 古文書講読会 講堂

3 25 土 空襲と戦災を記録する会

地域史研究入門ゼミ

講堂

講堂

3 26 日 ◎ プラネタリウムで宇宙を学ぶ会 プラネ

4 1 土 ☆

　

☆

◎

寄贈品コーナー 「新資料展」 ～ 4 月

30 日

4 月の星空ナビ

博物館まつり発表会

寄贈品コーナー

プラネ

講堂

4 2 日 平塚の古代を学ぶ会 特研室

4 6 木 ○ 展示ボランティアの会 特研室

4 7 金 古文書講読会 講堂

4 8 土 ◎ 漂着物を拾う会

地質調査会

虹ヶ浜 ・ 科学室

屋外

4 9 日 ◎ 水辺の楽校生きもの調べの会 屋外

4 13 木 石仏を調べる会 特研室

4 14 金 古文書講読会 講堂

4 15 土

◎
☆

天体観察会

学芸員発表会

プラネタリウム 「こと座物語」 ～

5 月 28 日まで

屋上 ・ 科学室

講堂　

プラネ

4 16 日

◎

相模川の生い立ちを探る会

ろばたばなし

科学室

民家

4 19 水 民俗探訪会

裏打ちの会

特研室

科学室

4 20 木 ○ 展示ボランティアの会 特研室

4 21 金 古文書講読会 講堂

4 22 土 古代の生活を学ぶ会

平塚の空襲と戦災を記録する会

地域史研究ゼミ

地質調査会

星まつりを調べる会

科学室

講堂

講堂

特研室

特研室

4 23 日 ○ ツバメ調べ （ガイダンス） 科学室

4 27 木 石仏を調べる会 特研室

4 28 金 古文書講読会 講堂

4 29 土 ◎ 天文講演会 「はやぶさの成果」 講堂

＜展示とプラネタリウム＞

☆春期特別展　第 2期　「博物館まつり」

　博物館で活動している会員制行事やサークルの活動成果の発

表。

　期  間：3月 18 日 ( 土 ) ～ 4 月 2 日 ( 日 )

○博物館まつり発表会

　普段活動している成果を発表します。9グループ。

　日　時：4月 1日（土）13 時～ 16 時 30 分

　場　所：博物館講堂

☆寄贈品コーナー「鳥の世界ー石井コレクションを中心にー」

　期　間：3月 2日 (木）～ 30 日（金）まで

☆春のミニ文化祭

　「雑木林の現状と今後について」

　東海大学教養学部藤吉研究室

　期　間：3月 15 日（水）～ 4月 30 日（日）

　場　所：２階情報コーナー

☆プラネタリウム

◎「アクアマリンと行く～南半球の星空～」

　投影日：～ 4月 9日の土・日の午前 11 時と午後 2時

　観覧料：100 円（中学生以下無料）

◎「3月の天文現象」

　投影日：3月 4日（土）午後 2時

　観覧料：100 円（中学生以下無料）

　＜参加者募集＞

◎星を見る会

　月と土星を観測します。

　日 時：3月 10 日（金）午後 7時～ 8時 30 分

　場 所：博物館屋上

◎漂着物を拾う会

　海岸に流れ着いた物から、来歴を推理したり、自然環境を考

えます。

　日 時：3月 11 日（土）午前 9時 30 分～ 11 時

　場 所：平塚虹ヶ浜海岸

　参 加：自由（初めての方は往復はがきで申し込むこと）

◎ろばたばなし

　民家の囲炉裏端で昔話を聞いてみませんか。

　日 時：3 月 19 日（日）(1) 午後 1 時 20 分～　(2) 午後 3 時

　～

　場 所：展示室民家

◎プラネタリウムで宇宙を学ぶ会

　テーマは「宇宙船を調べる」

　日　時：3月 26 日（日）午後 3時 30 分～ 4時 30 分

　参　加：自由


